
令和７年３月３日（月）No.１２ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

早いもので３月となり、令和６年度も残すところあと一ヶ月となりました。時折寒さがぶ

り返すことがありますが、「三寒四温」といい、冬季に 3 日寒い日が続けば 4 日暖かい日が

続くといったことを繰り返しながら、徐々に寒い日が減っていくようです。校内では、桜の

木や花壇の花々もきれいに花を咲かせ、心躍る春がもうそこまで来ています。 

「野底小学校の顔」として学校をリードしてきた 6 年生の舞輝さんも、間もなく本校を巣

立っていきます。児童会を中心に学校生活のあらゆる場面でリーダーとなり、期待に応える

活動・活躍をしてくれました。5 年生以下の在校生も次年度に向け、バトンを引き継ぎ、委

員会等を頑張っています。 

今月は、卒業や進級を前に「がんばったこと」「できるようになったこと」を振り返り、努

力や成長を確認する月にしたいと考えています。次学年に進級・進学する前に自分自身でし

っかり振り返り、積み重ねてきたこと、挑戦してきたことを次の学年へさらに繋げて欲しい

と思います。 

ご家庭でも、一年を振り返っていただき、子供たちの成果と課題を話題にしていただければ、 

子供の意欲づけにもなると思います。ご協力お願いします。 

令和６年度 

３月号 

２月 18 日（火）に、令和 6 年度児童会･委員会引継式を行いました。旧児

童会長の舞輝さんからは、「みんなの協力があったから行事や活動を成功させ

ることができた」と感謝の意持ちと「みんなが協力して笑顔で楽しい学校にし

ていってください」と激励のことばを送りました。 

また、児童会長を引き継いだ慧祐さんからは、「もっとすばらしい学校にするために校訓

の豊かな心を胸に、みんなの意見を聞きながら進めていくことや学校が盛り上がるイベント

や校内をもっときれいにする取り組み、勉強が楽しくなるアイディアを大切にしていきた

い」と抱負を述べました。その後、新しい各委員長たちは、それぞれの役割をしっかりと受

け止め、これからの活動に向けての決意を発表しました。次年度も子供たちの魅力ある学校

創りに向け、野底っ子パワーに期待します。 

児童会長：慧祐さん 

運営委員会：あづきさん 

愛美さん 架弥さん 

      葵さん 

体育･保健委員長：瞳真さん  

栽培･図書委員長：羽花さん 
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環境学習３・４年生 

２月２１日大堀健司さん、則子さんを講師に 

海洋ゴミ問題について学びました。海洋ゴミを 

調べることで、私たちを取り巻く環境への影響 

や防ぐためにどうすればいいかなど考え学びました。「ゴミ問題

を考えることは、自分たちの未来を考えること」という言葉が

印象的でした。学習は次の海岸清掃につながります。 

野底っ子への温かなメッセージ 

ありがとうございました。 

田植えの前に田んぼを整える 

3 月 3 日の田植えを前に、田踏みをして

田んぼの土をほぐしながら、田底のひび割

れを塞ぎ稲を植える準備をしました。稲を

植える前の大切な作業の一つです。 

子供たちは、担当の文彦先生からの説明後

ヒンヤリした土の感触を楽しみながら田踏

みをしていました。 

今回の稲作体験も本校元校長の小川喜美

江先生、大浜永太郎さんのご指導と苗の提供

を受けています。野底小学校はいろいろな

方々に支えていただいています。 

 

２日（日）PTA 作業（校内美化作業） 
３日（月）田植え 

 ４日（火）人権を考える日 
５日（水）児童朝会 
     6 年生を送る会 
６日（木）劇団四季演劇鑑賞（5･6 年生） 
７日（金）学校テスト 

１１日（火）卒業式会場設営 
１３日（木）卒業式リハーサル 
１４日（金）全校清掃 
１８日（火）卒業式準備 
１９日（水）卒業式（給食無し） 
２０日（木）春分の日 
２１日（金）修了式・離任式（給食無し） 
 
春休み：4 月 8 日（火）まで 

海岸清掃：全校児童 

 ２月２７日は午後から野底下地海岸の清掃を行いました。 

大堀さんからの諸注意を受けた後、２グループに 

分かれてゴミ拾いをスタート。浮きなどの大きな 

漁具やペットボトル、ビンやカンなど多くのゴミ 

を拾いました。「これらは、人間が出したゴミ」 

ゴミを出さないような工夫や努力について考える 

きっかけになりました。 


